
　
樹
齢
４
５
０
年
以
上
と

言
わ
れ
る
県
指
定
天
然
記

念
物
の
紅
梅
。ま
る
で
地
を

這
う
龍
の
よ
う
な
姿
で
、春

に
は
見
事
な
花
を
咲
か
せ

ま
す
。

　
肥
後
と
筑
後
を
結
ぶ「
三
池
街
道
」の
宿

場
町
と
し
て
栄
え
た
三
池
地
区
で
行
わ
れ

る
、火
災
除
け
を
祈
願
す
る
行
事
。大
き
な

臼
に
水
を
注
ぎ
、頭
か
ら
被
っ
て
放
り
投
げ

る
、珍
し
く
勇
壮
な
も
の
で
、臼
の
総
重
量

は
約
80
㎏
ほ
ど
に
も
な
り
ま
す
。

秋

冬
（西鉄バス）「普光寺」
下車　徒歩 10分

１１月３日（文化の日）

宮原坑・石炭産業科学館ほか

9月 25日

岡（坂井）天満宮境内

臥龍梅

水（臼）かぶり

１月の成人の日

三池本町祇園宮
（大牟田市大字
三池 810-1)

２月下旬～３月上旬

普光寺
（大牟田市今山 2538）

（西鉄バス）「三
池中町」下車、
徒歩すぐ

炭鉱の祭典
や ま

銭太鼓踊りとひゅうたん廻し
ぜん まわで　　こ

所
時

所
時

所
時

交
所
時

交

（西鉄バス）「警察署前、カルタ記念館前」
下車　徒歩すぐ

交

（西鉄電車）「倉永駅」下車　徒歩 2分交

　
毎
年
９

月
25
日
の

夕
べ
、
上

内
校
区
の
岡
・
坂
井
両

地
区
で
行
わ
れ
る
、
江

戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
祭

礼
行
事
。

　
団
扇
と
瓢
箪
を
持
っ

た
男
衆
が
珍
妙
な
腰
つ

き
で
踊
り
、
花
笠
を
か

ぶ
っ
た
女
衆
が
銭
太
鼓

を
振
り
な
が
ら
踊
り
ま

す
。
実
り
の
秋
を
感
謝

し
楽
と
踊
り
を
奉
納
す

る
、昔
な
が
ら
の
村
祭
り

で
す
。

　
「
明
治
日
本
の
産
業

革
命
遺
産
　
製
鉄
・
製

鋼
、
造
船
、
石
炭
産

業
」
と
し
て
世
界
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い

る
施
設
を
は
じ
め
、
市

内
の
近
代
化
産
業
遺
産

で
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
。
文
化
的
な
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
て
み
て
は
。
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江
戸
時
代
か
ら
の
歴
史

を
も
つ
刀
匠
「
四
郎
國

光
」
一
門
に
よ
り
、
現
在

も
刀
が
生
み
出
さ
れ
て
い

る
大
牟
田
。
日
本
刀
の
技

術
を
用
い
た
包
丁
等
も
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

驚
き
の
切
れ
味
を
普
段
使

い
し
て
み
て
は
。

株式会社四郎國光

大牟田市倉永105-1

要問合せ 9:00～16:00

日曜・祝日

0944-58-1340所
料 時
休

問

　
大
牟
田
は
日
本
の
カ

ル
タ
の
発
祥
の
地
。
そ

れ
を
記
念
し
て
作
ら
れ

た
資
料
館
で
、
日
本
最

古
「
天
正
カ
ル
タ
」
の

復
元
品
な
ど
、
約
１
万

２
千
点
と
い
う
、
日
本

一
の
収
蔵
数
を
誇
り
ま

す
。
そ
の
他
、
郷
土
の

歴
史
資
料
の
展
示
も
あ

り
、
大
牟
田
の
歴
史
を

学
ぶ
の
に
ピ
ッ
タ
リ
の

ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

三池カルタ・歴史資料館

大牟田市宝坂町2丁目2-3

無料 10:00～17:00

月曜・毎月最終木曜（祝日の場合は翌平日）
年末年始

0944-53-8780所
料 時
休

問




